









































川 内 由 子・岩 井 正 浩（神戸大学名誉教授）
Autumn Festival in Shimanto City Nishi−tosa, Hage Area
Yuko KAWAUCHI and Masahiro IWAI
ABSTRACT
Since1987our group has been doing research in many folklorical performing arts at the river
Shimanto Basin, mostly in the upper and middle parts. We studied not only performing arts, but
concurrentry folk, industriy, and religions, to make clear various phases of performing arts. In this
paper we examined Shimanto city Nishi−tosa, Hage area.
We investigated many performing arts of “Aki−matsuri” at “Tenman−gu” november 1992, 1994,
2013. The main ceremonies of “Aki−matsuri” are “Hanatori−odori” and “Itsusika−odori”.
An autumn festival, “Hanatori−odori” kept its former style and “Itsusika−odori” is recovering the
previous shape in Hage area. A festival plays a big role in maintenance and development of the
community in the local area. For the local residents, high consciousness of tradition and the succes-
sion of folk entertainment is desired.
KEYWORDS : “Hanatori−odori”, “Itsusika−odori”, Hage area
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月 行 事 名 場 所 月 行 事 名 場 所
旧1 毘沙門様 天満宮 7 夏大祭 天満宮
旧1 村祈祷 天満宮 8 お施餓鬼 寺など
旧1 初念仏 寺など 8 亡霊様 各組
旧3 上半期小祭 天満宮 8 大師様・地蔵様 各組
旧3 薬師様 峯組 10 道作り・宮掃除 各組・天満宮
旧3 大師様・地蔵様 各組 11 秋大祭宵宮 天満宮
旧3 地蔵様 峯組 11 秋大祭 天満宮
旧4 薬師様 峯組 12 古もうし 天満宮











































楽譜1 鹿の子 リズムパターン 1
























8．しらさぎが あとをおもえば たちかねる み
ずもにごさぬ
たてやしらさぎ たてやしらさぎ
















演 目 名 基本的なリズム テンポ 踊り手・採り物 所要時間











2．もじり Ｃ ♩≒86 1′15″
3．三つ切り Ａ ♩≒48 1′14″
4．上切り Ｂ ♩≒96 1′08″
5．下切り Ｃ ♩≒84 1′14″










2．手のひら（目の下のハチ） Ｃ ♩≒92 1′23″





5．糸巻き Ｃ ♩≒92 1′20″








2．鳥とび Ｃ ♩≒80 0′58″
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演 目 名 基本的なリズム テンポ 踊り手・採り物 所要時間











2．もじり Ｃ ♩≒86 1′29″
3．三つ切り Ａ ♩≒96 1′36″
4．上切り Ｂ ♩≒96 1′05″
5．下切り Ｃ ♩≒86 1′21″










2．手のひら（目の下のハチ） Ｃ ♩≒84 1′29″










5．糸巻き Ｃ ♩≒84 1′30″









2．鳥とび Ｃ ♩≒80 1′06″
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岩井正浩「『高知県四万十川上・中流域のくらしと音楽』
の通時的研究：論考集」愛知淑徳大学特定課題研究報
告書 2015
高木啓夫『土佐の民俗』高知市文化振興事業団 1986
川内由子・岩井正浩
― ８ ―
抄 録
1987年以来，我々は，四万十川上・中流域のくらしと音楽を研究してきた。音楽学的研究を中軸
におき，同時に，民俗・産業・宗教に関する調査を行い，くらしと音楽の関連性多面的に明らかに
することを目的としている。本稿では，四万十市西土佐地域半家地区をとりあげた。
1992年，1994年，2013年11月に同地区の「天満宮」で「秋祭り」の民俗芸能を調査した。秋祭り
の中心的な芸能は「花取り踊り」と「五ッ鹿踊り」であった。
秋祭りの「花取り踊り」は以前のスタイルを保ち，「五ッ鹿踊り」は，半家地区の以前の形態を
回復していることが明らかになった。祭りは，地域のコミュニティの維持と発展に大きな役割を果
たしており，地元住民にとっては，伝統と民俗芸能の継承に対する高い意識が求められている。
キーワード：花取り踊り，五ツ鹿踊り，半家地区
四万十市西土佐地域半家地区の秋祭り――芸能の共時的・通時的アプローチ――
― ９ ―
